
この企業の製品と繋がる履修科目

【機械系科目】

流体力学 〉〉〉 繋がる理由

医用機器製品ノズルは、様々な医療機器で使用される部品の一つです。ノズ

ルは液体や気体を制御し、特定の方向に導くための装置です。液体や気体を

特定の方向に導くためには、ノズルの形状や寸法を適切に設計し、流れを制

御する必要があります。またノズルを通過する流体は、摩擦や抵抗によって

圧力損失を引き起こします。流体が効率的にノズルを通過するために、ノズ

ル内の圧力損失を最小化にすることも重要な設計要件です。このような設計

要件を実現する上で、流体力学で学ぶ、密度、圧力、温度、粘性など流体の

基本的な性質や、ナビエ・ストークス方程式、境界層などの基礎知識が役立

ちます。

材料工学 〉〉〉 繋がる理由

医用機器製品ノズルは、長期間使用されるため耐久性が求められます。また

医用機器製品ノズルは人体と直接接触する場合があります。よってノズルの

材料は生体適合性が求められます。さらにノズルは複雑な形状を持つ場合が

あり、材料の加工性も考慮する必要があります。このような開発要件を実現

する上で、材料工学で学ぶ、材料の強度、硬度、耐久性や、材料の加工方

法、製造プロセス、材料の特性や品質を評価するための試験方法、解析技術

などの基礎知識が役立ちます。

【電気系科目】

電気工学 〉〉〉 繋がる理由

医用機器製品ノズルは、液体や気体の流量を制御するための電気弁やポンプ

が使用される場合があります。またノズルの操作や動作状況を監視するため

に、様々なセンサーが使用されます。さらにノズルの動作を電気モーターや

アクチュエーターによって行う場合があります。つまり、電動化やセンサー

を用いた制御を実現する上で、電気工学で学ぶ、オームの法則やキルヒホッ

フの法則などの電気回路理論、電気信号を制御・増幅・変換するための電子

デバイスの動作原理や特性及び制御理論などの基礎知識が役立ちます。
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【情報系科目】

制御工学 〉〉〉 繋がる理由

医用機器製品ノズルは、様々な医療機器で使用される部品の一つです。ノズ

ルは液体や気体を制御し、特定の方向に導くための装置です。具体的にはノ

ズルの開度や圧力などを調整し、流体の出力量や方向を制御します。また、

ノズルが安定した性能を発揮するための制御、センサーやアクチュエーター

と連携させた自動制御などが求められます。このような設計・開発要件を実

現する上で、制御工学で学ぶ、伝達関数モデルや状態空間モデル、フィード

バック制御、フィードフォワード制御、PID制御などの制御手法、ディジタ

ル信号処理やディジタル制御などの基礎知識が役立ちます。

生体医工学 〉〉〉 繋がる理由

医用機器製品ノズルは、人体と直接接触する場合があります。そのためノズ

ルが人体との相互作用にどのように影響するかを考慮する必要があります。

例えば、ノズルの形状や材料が人体組織に与える影響を評価し、生体適合性

を確保することなどが挙げられます。またノズルを介して体内に液体や気体

を送る場合、安全性を確保することも非常に重要です。つまり、人体との相

互作用や安全性、快適性、治療効果などを実現する上で、生体医工学で学

ぶ、細胞の構造や機能、生物学的なプロセス、医療機器の基本的な設計原理

や規制、評価基準などなどの基礎知識が役立ちます。

この企業のポイント

●

●

●

製品はここで使われています！

医用機器に使用する一本のノズルには、数々の高度な加工技術が隠されています。例えば、直径が0.3ミリ

メートルに満たないパイプの内側を磨き上げる鏡面加工などです。また、血液や試薬が正しく分注されるよ

うに、ノズルには液面の検知機能が組み込まれています。このような技術の結集が、最先端の医療分野の発

展を促す正確な分析を支えています

製造する製品は、医療をはじめ様々な産業で活用される装置や機械に組み込まれています。

「ハイテクプロセスをシンプルに」をビジョンとして掲げる日立ハイテクを、製造の立場から支援していま

す。

モノづくりを通じ、最新のIT技術の導入と技術力の研鑽による進化で、人々の健康や豊かな社会の実現に貢

献しています。
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